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も っ
と 区の情報を
お役立てください

公文書公開制度と区政資料室
区では、皆さんとともに住みよい

足立を目指して、まちづくりを推進
しています。それには、区民の皆さ
んの理解と信頼に基づいた「開かれ
た区政」を進めていかなければなり
ません。そこで、区が持っている「情
報」を、請求に基づいて公開する「公
文書公開制度」を実施しています。
また、この制度とあわせて行政資料
を提供する「区政資料室」も運営し
ています。区政資料室( 中央本町庁舎・情報公開課分室)

公
文
書
公
開

制
度
と
は

区
民
の
皆
天
ん
が
知
旨
た
い

「区
政
情
報
」を
「公
文
書
を

公
開
す
夊
¥
に
と
に
よ
っ
て
」提

供
し
、
知
る
権
利
夲
屎
障
す
芯

個
鵈
f

。

足
立
区
の
制
度
の
特
争
と
し

ア
ほ

、
だ
れ
で
も
請
求
で
き
る

こ
と
が
第
L
弓

第
7
は
、
公

開
対
象
又
書
に
は
、
意
思
形
成

過
程
の
又
書
匁
訛
れ
蕚
にと

で
ず
J

公
開
諳
求
の
あ
っ
た
E
か
ら
1
4

日
以
内
に
公
開
・
非
公
開
を

決
定
し
又
書
で
堰
知
」禾
歹
。

請
求
さ
れ
た
文
書
が
非
公
開
や

一
部
非
公
開
の
場
合
は
、
そ
の

理
申
らあ
-
冊
て
通
知
に
ま
す

・
公
開
請
求
で
き
る
方

▽
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

の
方

▽
区
内
に
高
務
所
・
事

業
所
を
痔
つ
個
人
・
法
人
・
団

体

▽
公
開
謂
訛
語
岑
真
体

的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
個

人
・
法
人
・
団
体

圏
公
文
書
公
開
の
対
象
機
関
　

▽
区
長
部
局

▽
教
育
委
員

会

▽
選
挙
管
理
香
貝
会

▽

卷
蔓
負

▽
農
業
香
貝
会

区
政
資
料
室

案
内

本
庁
舎
(
千
住
)
と
甲
夭
本

町
庁
舎
の
冫
刀
所
に
設
置
し
、

区
万

国
・
都
等
の
資
料
や
行
政
図
香

の
収
集
、閲
覧
、芦
し
出
」萎

し
て
ぃ
圭
t
y
。資
料
数
ほ
、1

万
種
類
、1
万
9
千
冊
と
な
っ

て
ぃ
ま
t
。

こ
の
ほ
か
、区
の
w
債
刊
行

物
の
販
売
、
広
報
ビ
デ
オ
の
貸

」
ぶ
…
u
等
、
区
政
情
報
の
恆
弭

を
行
っ
て
ぃ
求
歹
。
区
政
資
料

窒
ほ

、
区
内
在
住
・
在
動
豐
問

わ
ず
に

気
心
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
ず

。

貸
出
冊
数
・
期
間

よ
3

冊

ま
で
ご

廡
簡

以
内

場
所
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇

住
)
・
情
報
公
開
課
　

昔
(
3
8
8
2
)
I
I
I
　

㈹
、
中
央
本
町
庁
舎
・
情
報

公
開
課
分
室

宍一
(
a
　
o
)
5
0
0
1

4
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
ホ
ー
ム
・
機
能
訓
練
・
痴
呆
性
高
齢
者
デ
イ
ホ
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
にほ
、

ね
た
き
り
や
虚
弱
な
お
と
し
よ

㈹
か
目
宅
で
釁
か
に
充
実
した

牛
″
罪
碼
け
る
こ
と
が
で
膏
る

ぷ
つ
、
専
門
的
な
指
導
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
膏
に
っ
て
い
ネ
y
。

募
集
事
業

デ
ィ
ホ
ー
ム
、
機

能
訓
練
、
痴
呆
性
高
齢
者
デ

ィ
ホ
ー
ム

利
用
期
間
・
対
象
ふ
貨
・
費

用

表
1
、
2
の
こ
お
り

申
込
期
限
2

月
7
日

※
な
お
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
シ

ョ
ー
ト
ー
ミ
ド
ル
ス
テ
ィ
(
痴

呆
性
高
齢
者
を
含
む
、
短
・
中

期
間
入
所
)
は
、
随
時
募
集
し

て
い
圭
t
y
。
`
駁
經
に
'
箱
談

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　

宇

住
)
・
老
人
福
祉
係
　

酋

へ
a
2
)
I
I
I
　

㈹

表1　 高齢者在宅サービスセンター

※ 痴呆性高齢者デイホーム事業は
、
「さの」が足立区全域を 担当します。

表2　 高齢者在宅サービスセンター利用募集事業

情
報
の
輪
が
広
が
り
ま
す

よ
う
こ
そ

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」へ

足
立
区
は
、
高
度
情
報
化

社
会
へ
と
踏
み
出
し
ま
し

た
。
情
報
化
の
波
は
、
区
民

の
皆
汳
ん
の
仕
事
。
牛痘
の

中
に
も
広
が
り
始
め
て
い
ま

す
。新

し
い
牛
活
文
化
に
は
、

新
鮮
で
、
正
確
な
听
報
が
欠

か
甘
墨
ん
。

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」は
、
区

民
の
皆
さ
ん
の
お
茶
の
間

へ
、
余
暇
や
牛
活
の
情
報
を

す
ぐ
に
、
い
つ
で
も
、
く
り

か
え
し
お
届
け
し
て
い
ま

す
。新

し
い
時
代
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
は
、
区
民
の
皆
汳
ん

の
大
と
人
の
心
の

鵯
に南

リ
、

区
民
と
区
温

海
藾

の
架
け

橋
で

す
。
多
く
{
芳

々
の
ご

理
解
を
得
て
「
あ
い
ネ
ッ
ト

肌

の
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
夲
両
一

げ
、
地
域
の
情
報
化
の
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
牛
居

の
中
に
定
叢
予
る
こ
盆
石
目

指
し
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
、区
の
保
養

所
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球

堝
な
ど
が
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
お
茶
の
問
で
、
各
端
末
機

か
ら
予
約
で
霤
9
ぶ
つ
に
な
2

ヂ

。

い
ま
、
端
末
機
を
無
料
で

貸
し
出
し
中
。
貿
粱
効
用

く
だ
さ
い
。

「
あ
い
ネ
ッ
ト
ぶ

会
員

と
福
祉
ネ
ッ
ト
會
貝
を
募
集

中
ア
夛
。

端
末
機
1
4
イ
ン
チ
型
の
受

像
機

訟
一
経
費

区
助
成
令
制
度

(月
よ
舁
羊
円
)
が
あ

ひ
無
料

必
要
経
費

電
話
回
線
を
莉

用
す
る
の
で
1
分
間
1
0円

か
か
ひ
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)・
広
報
課
あ
い

ネ
ッ
ト
桐
当

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
　

1
㈹

世
界
新
記
録
で
優
勝

滝
田
篤
史
君
(西
伊
興
小
2
年
)

全
国
一
輪
車
マ
ラ
ソ
ン
大
会

昨
年
口
月
1
5ほ

、
愛
知
県

名
古
屋
市
愛
知
青
少
年
公
園

で

、
畠
鬯

輪
車
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
か
れ
、
区
内
か
ら

参
加
」
た

滝
田
篤
史
君
(
西

伊
興
小
2

年
)
が
世
界
新
記

録
を
出
し

、
見
事
盪
呷
ににま

し
た

。

全
国
か
灸
曁
悟
人
が
参

加
」だ
こ
の
入
会
に
、区
内

か
陬
証
鴈
君
啻
徑
y
人

の
万
が
蔘
加
。
皆
さ
ん
大
健

闘
U

、
全
員
入
賞
蚩
果
た
し

声

た

。

記
録
、
順
位
は
次
り
こ
お

り
で
歹
0

・
1
0㎞
の
部

▽
1
6了
ン
チ
優
勝

滝
田
篤
　

忠
君
(
西
伊
興
小
2
年
)
　

タ
イ
ム
卯
分
4
4秒
。
世
界
　

新
記
録

▽
2
0柔
ン
チ
優
勝

山
本
真

紀
夲

急

四
伊
興
曾

年
)

タ
イ
ム
3
4分
5
5
秒

準
優
勝

佐
藤
裕
鬻
兄
　

(
鹿
浜
爪
万

年
)

タ
イ

ム
邸
収

莎

▽
2
4イ
ン
チ
優
勝

大
富
和

子
さ
ん
(
一
中
1

年
)
　

タ
イ
ム
3
3分
2
0秒

・
2
0
㎞
の
部

マ
2
0
イ
ン
チ
優
勝

滝
田
瑞

穗
靡
か
(西
伊
興
古

年
)
　

タ
イ
ム
1

認
眥
分
茖

秒

準
優
勝

前
田
昭
絵
苡
ん

(西
伊
興
少

年
)

夕

イ
ム
L

時
間
U

が
4
3秒

▽
2
4イ
ン
チ
5
位

滝
田
勝

雄
さ
ん
(
一
般
)

タ
イ

ム
L
時
間
巧
分
4
3秒

新
た
に
6
人
の
行
政
委
員

が
就
任
し
ま
し
た

平
成
3
年
1
2弖
必
日
(
水
)
、
次
の
万
々
が
だ
立
区
行
政
耆
具

に
就
任
し
奔
し
た
。

教 育 委 員

佐藤啓子氏
( 西竹 の塚1- 2- 5)

選挙管理委員

委員長
八田正和氏

( 足立1- 34- 2)

委員長職務代理
吉 田孝 一 氏

( 加平3- 7- 3)

久保 晃氏
(平野3- 17- 17)

野口 節氏
(関原2- 8- 6)

監査委員

池田賢次氏
( 南花畑4- 21- 12)

ル
ッ
ク
i n

あ
だ
ち
No.
4
8完
成

―
探
鳥
会
と
星
座
―

今
回
は
、
映
画

「E
・
T
」

並
の
特
撮
技
蜜
原

用

。

図
曹
麑
等
で
貸
冂
甬
U
中

問
合
せ
先

本
庁
舎
ら千

住
)・
広
報
課

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹
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本庁舎( 千住) への
お問い合わせは… …
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年

金

2
0歳
に
な
っ
た

障
害
者
の
方
は

障
害
基
礎
年
金

の
請
求
を

2
0歳
前
に
初
診
のあ
る
病
気

や
ヶ
が
な
こ
で
、
日
常
生
活
に

著
し
く
支
障
が
あ
る
障
害
者
の

方
は
、2
0歳
に
な
ふと

「
障
害

基
礎
年
金

が
請
求
で
き
・
y
。

た
だ
し
、
障
害
の
程
度
や
本
人
Q

所
得
驅
な
ど
に
よ
ひ
年
金
を

受
けら
れ
な
い
こ
y
も
あ
n
ま

す
。

相
談
・
請
求
先
中
央
本
町
庁
　

舎
・
国
民
年
-
課
給
付
係
　
　

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
a

年
金
受
給
者
の
方

ご
用
心

最
近地
区
で
、
年
金
受
給
者

を
相
手
に
、
餅

得
税
・
消
費
税

が
か
か
る

。
と

言
つ
て
お
金
を

だ
ま

し
と
る
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す

。
ご
注
意
く
が
ざ
い

。

何
か
不
審
な
-
と

が
あ
り
ま

」
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

連
絡
先

中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金

匹
推
進
係

霓
1
)
5
0
6
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

(
納
付
相
談
)

年
金
に
つ
い
て

次
の
よ
つ

な
相
談
は
あ
り

ま

瓦
か

。

▽
保
険
料
を
た
め
て
し
ま
っ
て

納
め
ら
れ
な
い

▽
事
情
が

あ
る
の
で

、
も
う
少

し
待
っ
て
ほ

し
い

▽
長
い

こ
と
納
め
て
い
な
い
の

で

、
年
金

は
も
う
も

ら
え
な

い
の
で
は
な
い
か

▽
年
金
の
し
く
み
や
手
続

こ
が

よ
く
分
か
ら
な
い

こ
の
よ
う
な
相

談
に
答
え
る

た
め
、
毎
月
、
出
張
相
談
を
行

つ
て
い
ま
す
。(表
3
)

ど
ん
な
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民年
金課
推
進
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表3 ねんきん出張相談日程

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
基
金

国
民
年
命
は
、
自
営
業
な
と

の
方
々
の
ゆ
と
り
ある
老
いを

実
現
す
る
だ
め
、
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
給
付
を
行
っ
公
的
な
年

金
-
度
で
y
。

加
入
対
象
者
は
、2
0歳
か
ら
5
9

歳
ま
で
の
白
営
業
の
方
や
そ

の
奥
さ
ん
な
ど
。
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
で
す
。

掛
金
額
は
、1

カ月
6
万
1

千
円
以
内
で
お
好
心苔
年
金
額

を
設
定
で
き
-
す
。

ま
た
、
掛
金
は
繖
社
会
保

険
料
粹
謌
ど
な
ひ
、
支
給
さ
れ

る
年
命
ほ
公
的
年
金
等
抑
薩
の

対
象
荻
箋
な
ど
税
制
上
の
優

遇
四置
が
あ
2
-
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
国
民

年
金
基
金

昔
(
3
3
4
2
)
0
7
5
5

福

祉

児
童
手
当
が

改
正
さ
れ

ま
し
た

児

童
手
当

が平
成
4

甼

卉

か
ら
改
正
さ
れ
y

し
た
。

こ
れ

ま
で
は

、
義
務
教
育
就

学
前
の
児

童

含
む

頡

未
満

の
児
童
を
4

入
以
上
蓉

じ

、

所
得
が
一
定
額
に
満
た
な
い
方

に
支
給
し
て
い
ま
し
だ
。

こ
の
児

童
手
当
ほ

、
主
に
次

の

点
が
改

仮

れ
ま
じ

た
。

①
支
給
対
象
が
「
第
1
子
以

降
義
務
教
育
就
学
前
ま
で

」
か

ら

「
第
1
子
以
降
3
歳
未
満
ま

で
(
第
2
子
以
降
に
つ
い
て
は
、

平
成
4

年
・
5
年
と

経
過
措
置

が
あ
り
ま
す
)
」と
な
り
、
児
童

が
I

人
で
も
3

歳
に
な
る
ま

で

。
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
ひ

ま
す
。

た
だ
し

、
ふ
回

の
法
改
正
に

よ
り
児

童
1

人
で
も
対
象
と

な
る
の
は
、
そ
の
児
童

が
m成
3

年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

て
い
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

◎
経
過
措
置

支
給
対
象
は

、
現
在
の
義
務

教
育
就

額
が
ら
釵
-
禺

に
引

き
下
げ

ら
れ
、
平
成
4
年
1
月

か
ら
は
5
歳
未
満
、
平
成
5
年
1

月
か
ら
ほ
4

歳
画

、
平
成
6

丁

月
か
ら
ほ
3

歳
禾
満
と

な
り
J
す
(

表
4
)

。

②

馬

顔
は

、
現
在
の
支
給

月
額
「
第
2
子
2

千
涸
円
、
第
1

子
以
降
5
千
円
に
か
ら

「
第

1
子
羊
円
、第
2
子
芋
円
、

第
1
子
以
降
1
万
円
に
と
な
り

ま
す
(
表
5
)
。

※
所
得
制
限
に
つ
い
て
ば
、
こ

れ
ま
で
お
り
で
す
(表
6
)
。

・
請
求
に
つ
い
て

本
庁
舎
(
千
住
)
7
階
1
番

窓
口
で
客
抖
け
を
し
て
い
ま

す
。な
お
、
支
給
対
象
児
童
の

い
る
ご
家
庭
で
、
請
求
が
ま
だ

の
方
ば
、
至
急
請
求
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

持
参
す
る
も
の

①
請
求
人
名

義
の
笠
区
内
金
融
機
関
の

通
帳
(
郵
便
局
を
除
ぐ
)
　

②
印
か
ん

③
年
金
の
加
入

状
況
が
確
認
で
き
るも
の
　

マ
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
:
厚
生
年
金
手
帳
と健

康
保
険
証
ま
た
は年
金
加
入

証
明
書

▽
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
万
…
共
済
組
合

証
(
健
康
保
険
証
)

マ
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

…
国
民
年
金
手
帳

※
平
成
3
年
1
月
2
日
以
降
、

足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
。平

成
3
〃
1
月
1
日
現
在
の
住
所

地
で
の
、
平
成
3
年
度
所
得
証

明
書
(
児
童
手
用
り
も
の
)

が
必
要
手

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)・

児
童
助
成
係

表4　 実施時期( 平成4 年1 月から実施) 〈経 過措置〉

表5　 手当額

表6　 平成3 年度所得制限額表

※ 5 人目以降は、1 人増えるごとに30万円加算します。

心
身
障
害
者
(児
)の

巡
回
相
談
の
ご
案
内

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。　

補
装
具
、就
職
な
ど
の
相
談

は
。こ
の
機
匹
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。な
お
、手
帳
交
付
の
相

談
ほ
各
福
祉
事
務
所
(
表
7
)

で
常
時
行
つ
て
い
ネ
y
。

日
時
2

月
1
9日
團
、
午
後
1
　

時
～
5

時
(
受

可
は
午
後
3
　

時
ま
で
)

場
所

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

(
旧
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
)

審
員

搴
人
(
先
着
服
)

申
込
力
法

福
祉
事
務
所
の
窓

口
ま
た
ほ
電
話
予
約

受
付
期
間
1

月
2
1日
～
〃
苣

申
込
・
問
合
せ
先

管
轄
の
福

謚
霓
所
障
害
者
援
護
係

寮
当
日
、
車
で
の
来
場
は
、で

き
芦
け
ご
遠
慮
ぐ
だ
さ
い
。

表7　 福祉事務所一覧

足
立
区

生
業
資
金

貸
付
対
象

一
般
の
金
融
機

関
か
ら
融
資
を
蒋
杳
にと

が
困
難
で
、こ
の
資
金
屡

り
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独

立
の
生
計が
立
て
ら
れ
、
次

の
要
件
に
該
当
ず
る
方

▽

区
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る

マ
原
則
と
し
て
、
世

帯
の
生
計
を
立
て
る
住
官

録
上
の
世

帯
で
あ
る

▽

事
業
を
拡
充
ま

た

新
規
に

始
め
る

▽
住
民
税を
滞
納

し
て
い
な
い

マ
確
実
な
連

帯
保
証
人
を
1
人
つ
け
る

貸
付
限
度
額
1

世
帯
あ
た
り

徊
万円
以
内

利
率

年
リ
%
(
据
置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
6
0
回
元利
均
等
償

還
(
6
刀
四据
置
)

申
込
方
法

申
込
■
莟
付
係

に
提
出
(
用
紙
は
区
邑
霖
一

所
、
福
祉
事
務
所
に
も
あ
り

ま
す

*苻
期
間
l

月
2
0日
～
3
1日

申
込・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
貸
付
係

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

リ
ハ
ビ
リ
相
談
窓
口

が
あ
な
た
の
地
域
に

う
か
が
い
ま
す

リ
(
ビ
リ
アー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
専
門
相
談
″行
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
言
語
療法
士
・
看
護
婦
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
相

談
に
応
望
-
す
。
身
体
が
不
自

由
な
方
に
便利
な
器
具
の
紹
介

等
ふ行
い
ま

すの
で
、
お
気
軽

に
お
で
か
け
ぐ
だ
さ
い
。

相
談
希
望
の
方
は
、
前
も
っ

て
電
話
で
申
し
出
ぐ
だ
さ
い
。

日
時
1

月
哲
明

午
前
1
0
　

時
～
正
午

場

所

記
念
庭
園
(
桜
花

亭
)

費
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
イ
ー

ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
)

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

高野土地区画整理事業

事業計画の決定公告
「1 月20 日 」予 定

こ
の
に
び
、
当
地
区
は
足

立
区
の
施
行
に
よ
る
土
地
区

画
整
理
事
業
番

の
整

零

行
っ
て
い
く

整と

が
、
平
成
4

年
L

月
2
0日
の
事

罸

画

の
決
定
公
告
(
予
定
)
に
よ

ひ
本
決
ひ
と
な
リ
ま
す
。

事
業
を

進
る
う
え
で

、

な
に
よ
り
も
地

元
の
権
利
者

の
方
々
の
土
地
等
の
権
利
が

公
平
に
扱
わ
れ
る
こ
と
大

切
で
す
。

そ
の
た
め
如元
の
権
利
者

の
方
々
の
中
か
ら
選
挙
に
よ

圭

の

委
員
を
選
出
し
て
い
た
だ

き
、
ご
意
見
・
ご
同
意
を
い

た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進

め
、
安
全
で
住
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
ず
。

・
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

東
京
都
市
計
画
事
業
高
野

土
地
区
回
整
理
事
業

施
行
者
の
名
称

東
京
都
足

立
区

施
行
地
区

東
京
都
足
立
区

江
北
一
丁
貝
および
同
区

扇
二
丁
目

の
各
一
部

事
業
施
行
期

間

平
成
4
　

年
1
月
2
0
　

日
か
ら
平

成
稙
亨

月
3
1日
ま

で
事
務
所
の
所

在
地

東
京

都
足
立
区

千
住
一
丁

目
1
番
挧一

号
足
立
区

役
所
内

事
業
計
画
の
決
定
年
月
日
　

平
成
4
年
1
月
2
0日

・
事
業
が
決
定
さ
れ
ま
す

と
、
ま
ず
次
の
よ
つ
な
事
務

が
行
わ
れ
ま
す

▽
土
地
に
関
す
る
権
利
の
申

告
・
届
出

▽
土
地
の
地
積
の
実
測
確
認

申
請

▽
土
地
区
画
整
理
審

議
会委

員
の
選
挙
な
ど

*
な
お
、
こ
こ

だ

事
務
に

つ
い
て

は
、
地
区
内
の
関
係

権
利
者
の
方
々
に
は
、
別
途

通
知
し

阮
明
会
泥

湍
r

汳

し
た
。

・

ま
た
、事
業
の
決
定
後
は
、

施
行
地
区
内
で
は
、
次
の
よ

う
な
建
築
行
為
を
行
う
方

は
、
許
可
が
必
要
と
な
り
ま

すZ
瞿

物
そ
の
他
工
作
物
等

の
新
築
・
改
築
・
増
築
を

麦

湯

合

▽
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る

場
合
(

土
地
の
盛
土
・
切

土
な
ど
)

▽
移
動
の
容
易

な
い
物
件

の
設
置
、
ま
た
は
十
砂
の

堆
積
を

す
る
場
台

※
こ
れ
ら
は
、
事
業

を
円
隋

に
進
り
る

応

、
法
律
(

土

地
区
回
整
理
法
第
7
6
条
1

項
)
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
が
お
お
ま
か
な
高
野

地
区
の
事
稟
計
回
決
定
後
の

進
行
に
合
わ
せ
た
概
要
で

す
。今

後
も
こ
の
事
業
の
進
行

状
況
な
ど
を
広
報
等
を
通
し

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
y
。

区
内
で
ほ
、
組
合
規
行

・

東
京
都
施
行
に
よ
り
、
各
地

区
で
関
係
権
利
者
の
方
々
の

お
力
添

え
を
得
な
か
ら
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
か

、

こ
の
高
野
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業

に
も
合

わ
せ
そ

、
ご

理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
開
発
指
導
課
区
画

整
-
係

高野土地区画整理事業の流れ
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保

健

・

衛

生

ア
ル
コ
ー
ル

講
演
会

あ
な
た
の
問
題
の

解
決
の
カ
ギ
は

お
酒
?

飲
酒
が
原
因
で
、
肝
臓
病
な

ど
の
治
療
を
し
て
い
る
方
、
人

付
き
合
い
が
う
ま
く
い
か
な
い

方
、
あ
な
た
の
困
っ
て
い
る
こ

と
を
も
う

】度
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
?

日
時
2
月
6
日
唄
午
後
2
　

時
～
3
時
3
0
分

購
師

高
橋
和
己
氏
(
松
沢
病

院
桍
神
科
医
師
)

対
象

区
民
の
方

濕
所

足
立
保
健
所
講
堂

申
込
方
法

電
話
予
約

費
用

無
料

申
込
・
問
侖
せ
先

足
立
保
健

所
`
‘
(
a
5
5
)
4
ぶ
1

エ
イ
ズ
は
予
防

で
き
る
病
気
で
す

エ
イ
ズ
(
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
)
は
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
体

を
病
気
か
ら
守
る
免
疫
力
(
体

の
抵
抗
力
)
が
こ
わ
さ
れ
、
発

病
す
る
と
死
亡
率
の
高
い
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。
現
在
、
世
界

中
で
患
者
や
キ
ャ
リ
ア
(
発
病

は
し
て
い
な
い
が
人
に
う
つ
る

ウ
ィ
ル
ス
を
も
っ
て
い
る
人
)

が
増
え
続
け
、
主
婦
や
赤
ち
ゃ

ん
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
エ
イ
ズ
は
、
学
校
や

職
場
な
ど
の
日
常
生
活
で
は
全

く
う
つ
り
ま
せ
ん
。握
手
や
咳

。

汗
、
ト
イ
レ
や
風
呂
、
プ
ー
ル

、

つ
り
革
や
蚊
な
ど
か
ら
も
う
つ

り
ま
せ
ん

。

根
拠
の
な
い
情
報
な
ど
で

、

エ
イ
ズ
患
者
を
恐
れ
た
り
、
差

別
す
る
の
は
、
や
め
ま
し
ょ
う

。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
不
特
定
の
粕
箏
と
の
性
的

接
触
で
す
。
こ
れ
は
大
変
危
険

な
こ
と
で
す

。
行
き
ず
り
の
相

手
と
の
性
行
為
に
よ
り
エ
イ
ズ

に
感
染
す
る
と
、
自
分
だ
け
で

な
く
恋
人
や
配
偶
者
に
も
う
つ

す
危
険
が
あ
る
か
ら
で
す
。

厚
生
省
で
は
、
コ
ン
ド
ー
ム

を
正
し
く
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

エ
イ
ズ
の
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
血
液
中
の
抗

体
を
検
査
し
な
け
れ
ば
判
り
ま

せ
ん
。
保
健
所
で
、
匿
名
で
検

査
(
費
用
千
崩
円
)
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
心
配
な
方
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
は
治
療
法
の
確
立
し

て
い
な
い
病
気
で
す
が
予
防
す

る
こ
と
の
で
き
る
病
気
で
す
。

あ
な
た
自
身
が
感
染
し
た
り
、

感
染
さ
せ
た
り
し
な
い
た
め
に

は
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
誤
解
や
偏
見
を

な
く
し
た
い
も
の
で
す
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1
　

千
住
保
健
所

昔
(
3
a
8
)
4
2
7
7

食
と
健
康
教
室

お
正
月
料
理
で
、体
重
オ
ー

パ
ー
ぎ
み
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
?
あ
な
た
に
あ
っ
た
食
生

活
滅
量
法
を
み
っ
け
ま
す
。

日
時
マ
ー
月
1
7
日
吻
。午
前
　

1
0
時
～
正
午
マ
2
0
日
側
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
y

2
4
日
窗
、午
前
1
0
時
～
1
2
　

時
場
所

江
北
保
健
相
談
所

費
用

無
料

窰
禺
1
5
人

持
ち
も
の

筆
記
用
具
。
一
日

目
の
み
、
ふ
だ
ん
使
つ
て
い

る
ご
飯
茶
わ
ん
・
み
そ
汁
5
0
　

㎡
(
塩
分
測
定
し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
談
所

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

教

育

申
請
は

お
す
み
で
す
か

私
立
幼
稚
園
児
の

保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い

方
は
、
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

・
保
護
者
負
担
軽
減
費
補
助
金

圏
就
園
奨
励
費
補
助
金
(
表
8
)

対
象
区
内
に
在
住
し
、5
歳
　

児
～
3
歳
児
(
昭
和
6
0
年
4
　

月
2
日
～
昭
和
6
3
年
4
月
1
　

日
)

を
幼
稚
園
に
通
わ
せ
て

い
る
保
護
者

申
請
方
法

申
請
書
に
記
入
の

う
え
、
各
幼

稚
園
を
経
由

し
て
本
庁

舎
・
学
事
第

二
係
へ

申
請
期
限
1
　

月
2
7日

※
申
請
書
類

は
、
幼
稚
園
ま

た
は
学
事
第
二

係
に
あ
り
ま
r

。
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)・

学
事
第
二
係

表8　就園奨励費 住民税限度額

※ 階層区分欄の「(〇〇〇円以下)」は、標準世帯(夫婦子二
人)の年収を参考までに掲げたものです。

区
立
学
童
保
育
室

入
室
児
童
を
募
集
中

区
立
宇
萬
保
育
室
で
は
。4

月
か
ら
の
入
室
児
童
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

入
室
で
き
る
児
童
4
月
か
ら
　

小
学
I
～
3
年
生
に
な
る
児

童
申
込
剳
限
1

月
2
3日

申
込
方
法

希
望
す
る
保
育
室

へ
申
請
書
、
家
庭
状
況
票
、

勤
務
証
明
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
用
紙
は
各
保
育
室

に
あ
り
ま
す

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

学
童
保
育
係

音
(
3
a
　
o
)
5
1
8
1

、
指
導
相
談

係

登
(
a
8
)
5
1

9
9住

ま
い

住
宅
修
繕
等
を

お
考
え
の
方
へ

住
ま
い
の
増
改
築
、
修
繕
な

ど
を
お
考
え
の
方
に
、
区
が
窓

口
と
な
り
、
足
立
区
住
宅
相
談

セ
ン
タ
ー
(
区
内
建
築
業
者
団

体
)
へ
施
工
業
者
の
あ
っ
せ
ん

を
依
頼
し
ま
す
。
屋
根
・
塀
の

修
理
、
壁
の
塗
り
替
え
、
浴
室

や
台
所
の
改
修
、
増
改
築
な
ど

の
ほ
か
、
家
屋
の
ち
ょ
つ
と
し

た
修
繕
で
も
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
力
法

電
話

申
込
・問
合
せ
先

本
庁
舎
(千

住
)・
区
民
相
談
室

お
知
ら
せ

建
設
工
事
等
の

競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
の

申
講
(
追
加
)
を

受
け
付
け
ま
す

平
成
4
年
度
に
、
区
の
建
設

工
事
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
2
月
1
0
日～
1
4
日
　

※
2
月
1
1
1
日
(
祝
)
は
除
く

受
付
時
閥
午
前
9
時
3
0
分
　～

午
後
4
時
(
正
午
y
午
後

1
時
を
除
く
)

受
付
場
所

本
庁
舎
(
千
住
)
・

4
階
入
札
室

申
請
用
紙

惠
京
都
財
務
局
所

定
用
紙
(
財
団
法
人
東
一
尽
都

弘
済
会
で
販
売
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
・

契
約
第
一
係

東
京
都
北
清
掃

工場
建
設
事

業

の
公
聴
会
開
催

と
公
述
人
の

募
集
に
つ
い
て

東
京
都
で
は
、
標
記
事
業
に

係
る
環
境
影
響
評
価
書
案
の
内

容
に
つ
い
て
、
公
雙
苳
開
催

し
ま
す
。

な
お
、
環
境
保
全
の
見
地
か

ら
都
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

聴
く
た
め
、
次
に
よ
り
公
述
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時
2

月
1
9
日
(
水
)
、

午
後
2

時
か
ら

開
催
場
所

北
区
赤
羽
会
館

(北
区
赤
羽
南
1
1
1
3
1
　
1
)

　
(
3
9
0
1
)
8
1

公
述
人
募
集
人
員
2
5

人
程

度
、
多
数
の
樊

は

抽
選
、

―
人
当
た
り
の
公
述
時
間
は

1
5分
以
内

公
述
甲
出
の
方
法

公
述
申
出

書
を
1
月
1
7
日
(
金
)

か
ら

1
月
3
1日
(

金
)
ま
で
に
、

左
記
に
持
参
ま
た
は
郵
送
　

〒
1
6
3
-
0
1
新
宿
区
西
新
宿
　

2
1
8
-
1

東
京
都
環
境
保
全
局
環
境
管

理
部
「
公
竪
'

」
担
当

昔
(
5
j
8
8
)
3
4
4
0

公
述
申
出
書
の
記
載
内
容

▽
公
述
人
の
住
所
、氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
電
話
番
号
(
法
人

等
団
体
の
樊

は

名
称
、
代
　

表
者
氏
名
、
事
務
所
所
在
地
、

公
述
人
の
役
職
名
、
氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
住
所
。電
話
番
号
)
　

▽
対
象
事
業
の
名
称

▽
公
述
し
よ
う
と
す
る
意
見
　

の
要
旨
(

椢
宇
以
内
)

傍
聴

傍
聴
人
数
沺
人
程
度
、

当
日
会
場
で
午
後
1

時
3
0分
　

か
ら
、
傍
聴
券
を
先
着
順
に

配
布
し
ま
す

そ
の
他

公
述
人
の
申
出
者
が

な
い
樊

は

、
公
雙
'
は
中
　

止
し
ま
す

問
合
せ
先

都
・
環
境
保
全
局
　

「
公
聴
会
」
担
当
魯
(
5
3
　
8
8
)
3
4
4
0

、
ま
た
は
　

本
庁
舎
(
千
住
)
・
環
境
課

みんなの健康 脇 随H 睚
膤潔警醫 芸砌狷偏
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募

集

非
常
勤
職
員

(
軽
自
動
車
登
録
等

受
付
補
佐
員
)

募
集

応
募
資
格

高
卒
以
上
の
学
歴

か
のひ
、
憇
ぶ
確
実
で
あ

り
、
職
務
の
遂
行
に
適
し
、

年
齢
が
聡
む
訊
畿
以
上

5
0繻
以
下
で
、
区
内
ま
{
ぼ

そ
の
近
郊
に
庄
所
愛

勇

職
務
内
容

原
動
機
付
自
転
車

の
登
録
、
廃
車
の
鷽
忖
お
よ

び
臨
時
運
行
許
可
業
務
等

(箜
木機
の
操
作
あ
旦

雇
用
期
間
t
月
I
E
か
ら
L
　

年
間

募
果
人
員

若
干
名

勳
蔡
条
件

一
週
間
に
つ
い
て

3
2時
閧

絵
与

弖
畏
芳
ま
由

応
幕
万
法

履
歴
書
(
市
販
様

式
・
自
筆
・
写
其
貼
付
)
を

X
月
6
日
ま
で
に
課
税
課
に

持
参

選
考
方
法

書
類
選
气

筆
記

詆

帯

癶
面
接
選
考

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
課
髱
醴
霧
係
、
軽

自
助
車
税
係

容
(
3
8
8
　
0
)
5
0
7
1

一
5
0
8
8

キ
ャ
ン
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

地
域
指
導
者
養

成
講
座
第
2
期

こ
ざ
器
の
豐
堕
苔
し
て

殀
諞
し
て
い
る
万
々
が
「
キ
ャ

ン
プ
ご
″渠
し
ぐ
運
常
丁
(
だ

め
の
秘
け
つ
を
学
ぶ
講
座
で

す
。

旦
7

掻
£
・
内
容

表
9
の

と
お
り

購
師

匸
一三

太
氏
(
寺
地

小
教
諭
)
ほ

か
竇

哭

対
象
y

に茫
　

会
育
墮

菫
　

た
は
興
味
の

蛮

諾

歳
以

上
の
方

申
込
方
法

電

話
果

ほ
(
　

ガ
キ

に

住

所
、氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、生

筈

目

、
所

属
団
体
、
電

話
番
壁
萌
記

申
込
期
限
2
月
4
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
(
千
　

住
)
・
少
年
育
成
係
〒
圀
　

千
住
I
?
1
1
8
四
(
3
　

8
8
2
)
-
1
1
1
㈹

表9　 キャンプセミナー受講生募集内容

リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
再
利

用
を
潅
孑
&
た
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
の
一
環
と

し
て

。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

同
時
開
菲
望

ヂ
の
で

、
出
店

螽

挙

泰

徙

整応

募
ぐ
だ

さ
い

。

家
庭
内
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
や
不
使
用
品
リ
サ
イ
ク
ル

し
祺
?
ょ
つ
。

※
フ
リ
ー
マ
ー
ヶ
ツ
k
と

は
・
:

家
庭
内
の
不
習

泗
木

儡

毘

に
自
分
で
価
格
鷽
付
け
、
自
分

で
堅

孚

欠
檻

の
で
罵
(
事
前

に
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
の

み

、
販
売
で
I

チ
)

β
時
X

月
8
日
(
土
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
轟

場
所

藍

勇

眞

甲

南
(

屋

内
)

※
駐
車
場
は
あ
ひ
毒
て
ん
の
で

般
入
嫂

諧

郷

か
に
車
を
霧
勳

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

(食
品
・
曹
冢
の
販
売
、

営
利
目
的
の
冱
栄
可
)

募
集
5
0
区
画

手
持
出
店
の

み
1

区
画
a
m
x
a
m
程

度
人
1

区
画
の
み
(
2
区

同
阿
絮
ほ
不
可
)

出
店
料

千
円

串
込
方
法

真
裘
酉
ま
た
は

電
話

申
込
期
限

先
着
順
。
満
員
に

I
ホ
葆

足
立
区
・
茆
レ
采
羝

立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会

嵳
冒
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

で
ほ

、
講
演
会
・
リ
サ
イ
ク
ル

実
演
コ
ー
ナ
ー
・
展
示
コ
ー
ナ

ー
等
夲
予
定
し
て
い
零
歹
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

障
害
者
と
陶
芸
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

陶
芸
教
室
参
加
者
募
集

東
煢
y
び
西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

ぽ
、
講
師
を

招
い
て
陶
芸
教
室
を
行
い
ま

す
。
障
害
の
萱
芳
と
器
U

な
が
ら
楽
し
く
陶
芸
の
幕
礎
か

ら
促
品
づ
く
り
ま
で
や
つ
y
み

ま
廿
ん
か
。心
よ
Q
}
参
加
を

お
待
ち
じ
て
い
ホ
y
。

募
隼
内
容

表
鈬
と
お
り

表10　陶芸教室参加者募集内容 第
6
回
足
立
区
観
光

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
締
め
切
り
せ
ま
る

「
こ
こ
ろ
に
の
こ
る
ワ
ン
シ
ョ

あ
な
た

の
作
品
彖

泯

低
じ

て
い
ま
す
。

対
象

ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

題
材

区
内
の
公
共
施
設
、
名

所
、
旧
跡
、
文
化
遺
産
、
伝

統
行
事
、
河
川

、
町
並
み
な

ど
規
格

カ
ラ
ー

ひ

ン
ト
四
っ

切
ひ
に
限
る
(
ワ
イ
ド
四
つ

切
ひ
は
除
く
)

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
記
入

の
う
兄
、
直
接
持
壑

祗
ほ
　

郵
送

応
募
先

足
立
区
観
光
搦
会
事

務
局
(
〒
3

中
央
本
町
I
　
1
7
1

中
央
本
町
庁
舎
・

商
工
振
興
課
内
)
家
政

詑
　

内
写
真
商
業
協
同
組
合
加
盟

沍
応
募
期
限

―
目
M
日
消
印
有

効

※
応
募
用
紙
は
、
観
光
協
会
事

鶩

、各
区
民
事
務所
、区
内の
主

な
カ
メ
ラ
店
に
あ
り
ます

。

問
合
せ
先

足
立
区
観
光
協
会

公
7
8
8
0
)
5
1
9
1

障
害
者
(
児
)

総
合
作
品
展

手
作
り
の
作
品
募
集

区
内
の
障
害
者
の
万
の
作
品

展
を
開
催
し
祟
T
。壬
冐
め

愕
冐
癧
界
そ
い
嫐
歹
の
で

ふ
る
っ
て
ご
5
募
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
冫
月
2
0
E
～
2
3
E

開
催
媼
壻
西
新
井
区
民
ギ
ャ
　

ラ
リ
ー
(
サ
テ
ィ
t
階
)

募
集
作
肱

絵
画
・
禮
甼

エ

芸
・
壬
忿

詩
腮
笘

募
集
期
限
1

月
3
1日

作
品
提
出
2

月
中
旬
(
応
募

者
に
後
日
連
矜
¥

ヂ
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
障
置
碍
秕
課

a
(
3
8
8
2
)
-
1
1
1
1

㈹

青年センターの催し
地球ボランティアセミナー
第6回 子どもの権利条約と

わたしたちの暮らし

わたし たち の暮らしとのかかわ
りで子どもの権利条約の精神を考
えてみます。
日時1月24日( 金) 、午後7時　～

9 時
講師 喜多 明人氏( 立正 大学助教
授)

場所 青年センタ ー
費用 無料
定員40 人
申込方法 電話( 先着順)

ナチュラリスト講座
～ネイチャーゲーム入門～
冬のフィールドで、たくましく

息づく自然にふれてみませんか。
日時2月2・9日、午後1時～4　
時

場所 青年センターおよび東京都
水元青年の冢

賢用 無料
定員 青年男女30人
申込方法 往復ハガ キに、住所、
氏名、電話、年齢お よびネイチ
ャーゲー厶と明記

申込期 限1 月25日必着

映像で見る世界
第9 回 フィリピン・ネグロス

島はいま…

貧困 と飢餓 に苦し むフ ィリピ
ン・ネグロス島の状況と無農薬バ
ナナの栽培援助を通し て、島民の
自立 を助け る活動を 行 ってい る
人々の姿を紹介し ます。
日時1月29日( 水) 、午後7時　～

8 時
内容 ビ デオ上映( ネグロスキ ャン
ペーン委員会提供) ①苦い砂糖
の島ネグロス ②美しい五月に

場所 青年センタ ー
費用 無料

申込方法 当日直接会場へ

アート 倶楽部VoL3

今年度最後のアート 倶楽部は、
お待ちかねの陶芸教室です。一見
無個性の「土」を息吹かせる瞬間
の感動を 味わってください。
日時2月7・14・21・28日、3　
月13日午後7時～9時

対象 青年男女36人( 初心者)
教材費3500 円( 5 回分)
講師 村上義恵氏( 女流陶芸家)
申込方法 往復ハガ キに住所、氏
名、年齢、電話番号、「陶芸」と
明 記
申込期限1 月31日必着

応援しますあなたの子育て

1月の子育てサロン
子育てを通してのうれしいこと

や困ったことなど自由におしゃべ
りして仲間をつくってみません
か。乳幼児をつれて参加できます。
日時1月22日( 水) 、午前10時　～

正 午

場 所 青 年 セ ンタ ー
申 込 方 法 当 日 直接 会 場 へ
費用 無 料( 保育 の保 険 料 は 自己
負 担)

- い ず れ も一
申 込 ・問 合 せ 先 青 年 セ ンタ ー
〒13 西 新#1- 4- 17
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あだちスポーツ大学
〈スポーツセミ ナー〉

現在指導者とし て活躍さ れてい
る方、また、指導者になっては み
たものの、どうし たらよいの かと
いう 方大歓迎です。
日時・内容 右表のと
おり
場所 エル・ソフ ィア
対象 スポーツ指 導者
として活動し てい る
18歳 以 上 の 区 内 在
住・在動の方

定員100 人( 先着順)
費用 無料( 教材費は

実費負担)
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名、生年月日、性別、電 話番号、
得意種目、指導種目、指導歴、
自己PR を明記

申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
体育振興係 〒120千住1- 4- 18　　　　

03882 ―1111( 代)

※ いずれも水曜日、午後6 時30分～8 時30分

介護入門講座
基礎から 実習を通し て学びま す

介護入門講座( 夜間のコ ース)

この講座は、介護をする人、受
ける人、双方にとってより良 い介
護の方法を、基礎から実習を通し
て学びます。男性も気軽に
ご5 募ください。
日時・内容 右表のとおり
対象 区内在住・在勤・在
学の方

定員30 人( 抽選)
講師 後藤栄子氏( 日本在
宅看護普及会代表)

費用 教材費1000 円

申 込方法 往復ハガ キに住所、氏
名( フリガ ナ) 、年齢、職業、電
話番号、「介護入門講座」、希望理
由を明記

申込期限1 月27日必着
場所 ・申込・問合せ先 女性総合
センタ ー 〒123梅田7- 33- 1　
エ ル・ソフィア内

03880 ―5222

※ 時間午後6 時30 分～8 時30分
女のフリースペース
鄙に生きる 民俗史とともに
全国各地を行脚し 、古来より人

間が自然といかに深い交わり のな
かで生きてき たか、見聞録を 語り
続ける民俗史家斉藤たまさんをお
迎えし ます。男性もどうぞ。
日時1月23日( 木) 、午後6時30　
分～8時30分

費用 無料
場所・申込・問合せ先女性総合　
センター113880～5222

収蔵資料展 あだちの旧家

―江戸時代から現代まで
つち かわれ た「イ エ」と「モノ 」―

江戸時代からの歴史を持つ、二
つの旧家 から寄せられた資料を出
展し ます。なつ かしい鉱石ラジオ、
江戸時代の千住宿の絵図など、盛
りだくさん。どう ぞお出 かけくだ

さい。
展示期間1月15日～3月15日
(月曜は休館です)
開館時間午前9時～午後5時
〔入館は4 時30分まで〕

入場料a 大人… 200円E> 小・中
学生 … 10( )円 卜 団 体( 20 人以
上) ・・・各半額

碾所・問合せ先 郷土 博物館
き3620- 9393

I 240000


